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研究成果の概要（和文）：感情状態に対する加齢の影響と死が接近することの影響を検討した。SONIC研究参加
者約3000名の追跡調査を行い、ポジティブ・ネガティブ感情に対して、年齢コホート、参加からの経過時間、死
亡までの時間、性別との関連を検討した。その結果、高い年齢群でポジティブ感情が高く、ネガティブ感情が低
いという関係は確認されたが、加齢と死が近づくことの影響は見いだされなかった。
本研究期間は6年と短かかった。若い年齢群では死亡した参加者が少なく、高い年齢群の参加者では追跡研究の
参加者が少なかった。そのため、年齢群のみの影響が強く確認され、加齢や、死に近づくことのネガティブな影
響が確認されなかった可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：The effects of aging and approaching death on emotional states were examined
 by following approximately 3,000 participants in the SONIC study. We examined associations with age
 cohort, time since participation, time to death, and gender for positive and negative emotions. The
 results confirmed the relationship of higher positive and lower negative affect in the higher age 
groups, but found no effect of aging and approaching death.
The duration of this study was a relatively short period of 6 years. Also. fewer participants died 
in the younger age groups, and fewer participants in the higher age groups were available for 
follow-up studies. these factors might have caused the results that the effects of only the age 
group were strongly confirmed and that the negative effects of aging and approaching death were not 
identified.

研究分野： 高齢者心理学

キーワード： エイジングパラドクス 　老化 　幸福感

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はまず第1に、90歳以上の高齢者においてポジティブ感情が高く保たれ、ネガティブ感情が低いことを見
出した。このことは超高齢者社会における朗報であるといえる。一方で加齢や死に近づくといった時間経過に伴
う変化を見出すことはできなかった。このことは高齢者を対象とした縦断研究デザインや期間をさらに検討する
必要性があることを示唆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年世界的に、高齢者を対象とした発達心理学研究が増加している。我が国の高齢者の人口動

態に注目すると、70 歳の平均余命は男性 16 年、女性 20 年であり、高齢期に到達してから死に
至るまで、多くの人々が 20 年以上の長い期間を過ごす。しかし、高齢者を対象とした研究の多
くは、比較的資源の喪失が少ない前期高齢期(74 歳以下)までしか視野に入れていない。今後、団
塊の世代の半数が超高齢期(85 歳以上)を迎える現状を踏まえると、長寿を達成した人の生涯を
視野にいれ、加齢だけでなく死に向かう過程も考慮した発達心理学モデルの構築がとなる。 
幸福感を扱う加齢研究において、加齢に伴い身体的機能や健康状態が低下するにもかかわら

ず、中年期から高齢期に向けて幸福感が高くなる、もしくは高齢者の幸福感は低くないというエ
イジングパラドックスと呼ばれる現象が注目されている。この現象は、加齢に伴って身体機能、
社会関係、認知機能といった個の自立や自尊感情を支える資源が低下する一方で、低下に対する
認知的制御が機能することで生じると考えられている。これまで、選択・最適化・補償モデル
(SOC; Baltes, et al., 1999)、同化・調節の二重過程モデル(Brandtstädter & Renner, 1990)、一
次的・二次的コントロールの最適化モデル(OPS; Heckhausen, et al., 1998)、社会情動的選択性
理論(SST; Carstensen, 1992)などのモデルが実証研究で支持されてきた。 
一方、近年の縦断調査では死亡をエンドポイントとしたデータ分析が可能となり、死亡時期が

近づくにつれて幸福感が低下するという知見が報告されはじめた。死亡前に、急速に認知機能や
身体機能が低下する終末期低下と呼ばれる現象は、認知機能研究で古くから知られており、身体
の病的加齢がその原因だと推測されている。幸福感の低下も同様に加齢に伴い慢性疾患が増加
し、生理的機能が低下する（死が近づく）ことで生じるのではないかと考えられている。 
長寿社会に突入した現代では、１）エイジングパラドックスが、生涯に渡って継続するのか、

２）継続するのであれば、既存のモデルで説明可能であるのか、という新たな問題が提起される。
認知的制御による適応モデルは、認知機能だけでなく、身体機能、社会関係等の資源が十分保た
れた前期・後期高齢者までのエイジングパラドックスを説明するモデルとして支持されている。
しかし、このモデルに基づくと、自立や尊厳を維持するための資源の低下が顕著となり認知機能
が低下する超高齢者では、幸福感は低下するという結論が導かれる。実際、生涯発達心理学の祖
であるバルテス(P.B. Baltes)が主任研究者であるベルリンエイジング研究では、超高齢者は、心
理的・身体的・社会的資源の喪失が顕著であること、そしてそれらの喪失によって方略を機能さ
せることが困難になり、人生満足感やポジティブ感情が低くなることが報告されている。一方、
超高齢者の幸福感の高さを報告する研究も複数存在する。例えば、権藤ら(2006)は、バルテスら
と同様の顕著な資源喪失を示すが、超高齢者の主観的健康感および主観的幸福感は低下しない
と報告している。これらの知見は、エリクソン(J.M.Erikson)が指摘した、超高齢期における第
9 段階と呼ばれる精神的な発達と幸福感の獲得に対応している。このように、超高齢期の幸福感
に関しては相反する知見が併存しているといえる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、5 年間の研究期間で前期高齢者、後期高齢者、超高齢者を対象とした 9 年間

の縦断調査を完成させ、エイジングパラドックスが高齢期を通して生じるのかを検証すること
であった。本研究では、Charles(2010)による Strength and Vulnerability Integration (SAVI)
モデルの強みと弱みの 2 側面に注目した枠組みを利用した。加齢による強み(Strength)は、ポジ
ティブ感情を高める機能を持つ認知的制御が経験により発達することであり、弱み
(Vulnerability)は、死に近づくことで生理的な柔軟性の低下(physiological flexibility)が増大す
るためにネガティブ感情が高まることである。 
本研究において、強みは心理・社会的な加齢プロセス、弱みは医学・生理的な加齢プロセス（死

への接近）と密接に関連すると考えた。ただし、2 つのプロセスが独立すると想定すると、弱み
が増大する超高齢者における幸福感の高さを説明することができない。そこで、高齢期以降に昂
進する弱みの増大は認知的制御を制限する一方で、ネガティブ情報の処理の低下
(Cacioppo,2011)という強みも並行して引き起こすために、年齢が高くなればなるほどネガティ
ブ感情が低下するとう仮説を立て、加齢と死への接近という 2 つのプロセスが感情状態に影響
するのかを統合して検証することとした。 
３．研究の方法 
（１）対象者 
本研究は、SONIC 研究を基盤とする。SONIC（Septuagenarian, Octogenarian, Nonagenarian 

Investigation With Centenarian）研究は、関東と関西のそれぞれにおいて都市部と非都市部を
選定し、各地域で 3つの異なった年齢コホート（70歳、80歳、90歳）を対象としたパネル調査
であり、平成 22年度から継続中である。 
本研究期間中は、70歳群の第 3波、第 4波調査、80歳群の第 3波および第 4波調査、90歳群

の第 2 波、第 3 波、第 4 波調査および追加の新規サンプルを対象として会場招待型調査を行っ
た。調査参加者の人数と内訳をそれぞれの年に分けて述べる。2017 年は 2 つの群を対象として



2017 年 7 月から 2018 年 3 月にかけて会場招待型調査を行った。80 歳群を対象とした第 3 波調
査では 493 名の参加を得た。加えて、70 歳群で前年度の第 3 波調査に参加していない対象者に
参加を呼びかけたところ 79 名の追加の参加を得ることができた。2018 年は、3つの群を対象と
して 2018 年 7月から 12月にかけて会場招待型調査を行った。90 歳群の第 2波調査では 96名お
よび訪問調査 11 名、第 3波調査では 26名および訪問調査 10 名の参加があり、さらに新規サン
プルとして 262 名の参加を得ることができ、合計では 384 名と訪問調査 21 名となった。加えて、
80 歳群のうち、前年度の第 3 波調査に参加していない 54 名の参加を得た。2019 年は、2018 年
7 月から 12月にかけて 70歳群の第 4波調査を行い、550 名の参加を得た。2020 年は、COVID-19
の感染拡大のために会場招待型の調査は実施できなかったので郵送調査を行った。2021 年は
2020 年 9 月から 2022 年 3 月にかけて会場招待型調査を行った。対象者は、2020 年度に実施が
できなかった 80 歳群第 4 波調査と 90 歳群第 2 波から第 4 波調査をあわせた。80 歳群の第 4 波
調査は 168 名の参加を得た。90 歳群の第 2 波調査では 61 名、第 3 波調査では 29 名、第 4 波調
査では 6 名の参加を得た。以上の参加状況をまとめた一覧が表 1である。SONIC 研究開始時点か
ら 2022 年 3 月末まで、全参加者数は 3325 名となった。 

 
 
（２）調査内容 
調査全体は、質問紙、測定（身体機能、認知機能）、医学調査、歯学調査で構成される。本研

究では、感情的 well-being（ポジティブ感情、ネガティブ感情）、人生満足感、WHO-5 精神健康
状態を中心に分析に用いた。 
 
４．研究成果 
既に収集していたデータも含めて、感情的 well-being（ポジティブ感情、ネガティブ感情）

（中原，2011）の 70歳、80 歳、90 歳コホートの第 1波から第 3波のデータを作成し分析に用い
た。 
 
（１）加齢のプロセスからみた高齢期の幸福感 
加齢のプロセスからみた高齢期の幸福感に対する時間の影響を検討するために、現時点で生

存が確認できている 2814 名を対象とした分析を行った。従属変数として各参加者の最終参加回
のポジティブ感情およびネガティブ感情のスコアを用い、独立変数として性別とコホートの交
互作用項、初回参加から最終参加までの日数を投入した重回帰分析を行った。 
ポジティブ感情に対しては、性別と年齢コホートの交互作用項が有意な影響を及ぼしていた。

すなわち、女性の 90 歳コホートにおいて有意に得点が高く、ポジティブ感情が高いことが示さ
れた。続いて、ネガティブ感情に対しても、性別とコホートの交互作用項が有意な影響を及ぼし
ていた。すなわち、女性の 90 歳コホートにおいて有意に得点が低く、ネガティブ感情が有意に
低いことが示された。図は、ポジティブ感情およびネガティブ感情に対する性別と年齢の影響を
表したものである。 
 

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34
年齢70

会場
訪問その他
年齢80

会場
訪問その他
年齢90_1

会場
訪問その他
年齢90_2

会場
訪問その他
年齢90_3

会場
訪問その他

326 96(30%) 29(10%)

年齢の後ろの ()内は年齢群ごとの日本人の生存率

表1　SONIC研究の参加状況

168(35%)
90(48%)

研究期間中に収集したデータ

48(20%)
93(59%) 96(28%)
262(30%) 61(10%)

45(17%) 46(20%)
90(100%） 93(59%) 96(28%)

99(11%)
272 72(26%) 26(10%) 6(5%)

47(5%) 237(20%)
90(100%) 93(59%) 96(28%)

80(100%) 83(85%) 86(67%)
973 624(64%) 516(45%)

既に収集されたデータ

70(100%) 73(94%) 76(87%) 79(80%)
1000 681(68%) 757(55%) 550(45%)

209(15%)



 
（２）死への接近のプロセスからみた高齢期の幸福感 
SONIC 研究開始時点から 2022 年 3 月末まで、全参加者

3325 名のうち、511 名の死亡が確認できている。年齢群ご
とにみると、70歳群99名（8.1％）、80歳群218名（17.7％）、
90 歳群 194 名（22.0％）である。このうち、死亡年月日が
判明している参加者について、死亡年齢と人数および割合
は表 2の通りであった。 
死への接近のプロセスからみた高齢期の幸福感を検討

するために、2つの分析を行った。 
 
① 各参加者の最終参加回の感情的 well-being に対する

時間の影響 
各参加者の最終参加回の感情的 well-being に対する時

間の影響を検討するために、死亡が確認できている 511 名
を対象とした分析を行った。従属変数として各参加者の最
終参加回のポジティブ感情およびネガティブ感情のスコ
アを用い、独立変数として性別とコホートの交互作用項、
初回参加時の年齢、最終参加から死亡までの日数、初回参
加から最終参加までの日数を投入した重回帰分析を行っ
た。 
ポジティブ感情に対しては、有意な影響を持つ変数はみ

られなかった。続いて、ネガティブ感情に対しては、初回参加時の年齢が有意な影響を及ぼして
いた。すなわち、初回参加時の年齢が高いほどネガティブ感情が有意に低いことが示された。 
 
② 各参加者の初参加と最終参加の感情的 well-being の差分に対する時間の影響 
各参加者の初参加と最終参加の感情的 well-being の差分に対する時間の影響を検討するため

に、2回以上参加している 199 名を対象とした分析を行った。従属変数として各参加者の最終参
加回のポジティブ感情およびネガティブ感情のスコアを用い、独立変数として性別とコホート
の交互作用項、初回参加時の年齢、最終参加から死亡までの年数、初回参加から最終参加までの
日数を投入した重回帰分析を行った。 
ポジティブ感情に対しては、初回参加時の年齢が有意な影響を及ぼしており、初回参加時の年

齢が高いほどポジティブ感情が有意に高いことが示された。続いて、ネガティブ感情に対しては、
有意な影響を持つ変数は見られなかった。 
 

(３)まとめ 
 Strength and Vulnerability Integration (SAVI)モデルに基づき、感情状態に対する加齢の影
響と死が接近することの影響を検討した。SONIC 研究参加者約 3000 名の追跡調査を行い、ポ
ジティブ・ネガティブ感情に対して、年齢コホート、参加からの経過時間、死亡までの時間、性
別との関連を検討した。その結果、高い年齢群でポジティブ感情が高く、ネガティブ感情が低い
という関係は確認されたが、加齢と死が近づくことの影響は見いだされなかった。 
本研究期間は 6 年と短かかった。若い年齢群では死亡した参加者が少なく、高い年齢群の参加
者では追跡研究の参加者が少なかった。そのため、年齢群のみの影響が強く確認され、加齢や、
死に近づくことの影響が確認されなかった可能性が考えられた 

図 ポジティブ感情およびネガティブ感情に対する性別と年齢の影響 

死亡年齢 人数(人) 割合(%)

69 1 0.2

70-74 20 4.0

75-79 51 10.0

80-84 74 14.5

85-89 107 20.9

90-94 115 22.6

95-99 67 13.1

100 2 0.4

不明 74 14.5

合計 511

表2 死亡が判明している参加者の
    死亡年齢と人数および割合
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